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『 発達障害診療に関する追加アンケート（令和 3 年度） 』 

 

◆ 対象：令和 3 年 8 月～9 月に実施した「発達障害診療に関するアンケート（令和 3 年度）に」において、 

主に「発達障害児・者（疑い含む）の診療は行っていない」と回答した医療機関 （103 ヶ所） 

◆ 回答数：30 ヶ所  ◆アンケート回答数：29％ 

 

 

Ⅰ.所在地について（該当する項目に✓をしてください。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ.アンケート調査（該当する項目に✓をしてください。） 

（1） 発達障害児・者（疑い含む）の診療を行っていない理由について、ご回答ください（複数選択可） 
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（2）Ⅱ-（1）で「人材不足」と回答した施設へのご質問です。 

ア. どのような職種が人材不足となっていますか。（複数選択可） 

 

 
  イ. 前記アの職種について、求人を行っていますか。（ 複数選択可 ） 

 
 

 

イ. 求人を「行っている」職種の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）Ⅱ-（1）で「発達障害の診療に関する専門知識・技術の 

不足」と回答した施設へのご質問です。 

 

ア.「発達障害」や「子どもの心の診療」に関する 

医療従事者向け研修があった場合、 

受講を希望しますか。 
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イ．前記アで「希望しない」と回答した場合、その理由をお答えください。 

 

 

 

 

（4）Ⅱ-（1）で「診療報酬が見合わない」と回答した施設へご質問です。 

ア．過去に「発達障害」や「子どもの心の診療」に関する診療を行なっていましたか。 
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イ．診療報酬が適正な水準となった場合、「発達障害」に関する診療を行ないますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．今後、県内の発達障がい診療体制を充実させていく上で必要なこと（課題等）あれば、ご記入ください。 

・みる側の人間性、人材、経営上の余力など。 

・人材の確保及び研修。 

・近くに相談・紹介できる専門医・医療機関があればハードルが下がると思う。 

・専門医の不足。 

・発達障害の方を診ている医療機関リスト、紹介方法を知りたい。 

・現状把握情報を簡単にアクセスする所が不明。 

・やはり、発達障害診療に関する専門知識を持った先生の絶対数が不足していると感じる。診療報酬を上げる

必要があると思う。 

・発達障害に特化したデイケアやリハビリプログラム事業（公営、民営）があればタイアップして受け入れや

すくなるのでは。 

・行政との連携。  

・勉強会、交流会。 

 

 

Ⅳ．発達障害の診療に関して、上記以外で御意見等ありましたら自由にご記入ください。 

・発達障害はいろいろなタイプがあり、診療は当事者の人生に大きな影響を与える。そのために勉強する時間、

経験、診察側の余力など、さまざまな要素もあり、簡単に出来るとは言えないのが難しい点だと思う。 

・オンライン診療は活用できませんか？ 

・当院の現状ですが、小児科医師の退職、異動が続き、絶対数そのものが不足し、発達障害診療に限らず、一

般診療にも支障をきたしている状態。 

・なぜ発達障害が起きるのか?なぜ増えているのか?原因を探るのが先だと思う。 

行いたい, 0

検討する, 5

行わない, 3



○ 回答先（任意）：

Ⅰ. 所在地について（該当する項目に☑をしてください。）

Ⅱ. アンケート調査（該当する項目に☑をしてください。）

⑴ 発達障害児・者（疑い含む）の診療を行っていない理由について、御回答ください。（複数選択可）

（ ）

⑵ Ⅱ-⑴で「人材不足」と回答した施設へのご質問です。

ア どのような職種が人材不足となっていますか。（複数選択可）

（ ）

イ 前記アの職種について、求人を行っていますか。（複数選択可）

（ ）

(その理由：                              ）

⑶ Ⅱ-⑴で「発達障害の診療に関する専門知識・技術の不足」と回答した施設へのご質問です。

ア 「発達障害」や「子どもの心の診療」に関する医療従事者向け研修があった場合、受講を

 希望しますか。

イ 前記アで「希望しない」と回答した場合、その理由をお答えください。

（ ）

⑷ Ⅱ-⑴で「診療報酬が見合わない」と回答した施設へのご質問です。

ア 過去に「発達障害」や「子どもの心の診療」に関する診療を行っていましたか。

イ 診療報酬が適正な水準となった場合、「発達障害」に関する診療を行いますか。

(その理由：                              ）

(その理由：                              ）

Ⅲ. 今後、県内の発達障がい診療体制を充実させていく上で必要なこと（課題等）あれば、ご記入ください。

Ⅳ. 発達障害の診療に関して、上記以外で御意見等ありましたら自由にご記入ください。

※ 御協力ありがとうございました。

 本アンケートは、令和3年8月～9月に実施いたしました「発達障害診療に関するアンケート（令和3年度）」において、主

に「発達障害児・者’（疑い含む）の診療は行っていない」と回答した医療機関を対象に実施しています。

 日々の診療等でお忙しいなか大変恐縮ですが、沖縄県内における発達障害児者の診療体制を推進する為、御協力くださいま

すよう、お願い致します。なお、アンケート結果につきましては、個別の医療機関が特定されないよう加工した上で、県内の

医療体制整備等について協議する有識者会議等において共有させていただく可能性がありますので、ご了承下さい。
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